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いまべつ総合体育館

入場料
無 料

投げ銭歓迎! AM       開場 

12:00 開演! 郷土芸能団体による演舞演奏

13:00 さきっちょ特大かるた大会
　　　
13:45 演舞演奏 “ねぶた総踊り”
14:00   終演

今別小中学生×青森中央学院大学生が一緒に製作

津軽半島で活動する4団体が集結

“いまべつ冬まつり”にも参加してね!

津
軽
半
島
さ
き
っ
ち
ょ
郷
土
芸
能
祭

主催：津軽半島さきっちょ郷土芸能祭実行委員会

問合せ先：奥津軽社中合同会社（実行委員会事務局担当）info@okutsugaru-shachu.com
協力：青森県東青地域県民局・青森中央学院大学



横内地区の10町会 ( 横内・雲谷・四ツ石・野尻・合子沢・新町野・牛
館・大矢沢・卸町・サンヒルズ )及び青森中央学院大学・地域企業によ
って構成されたまちづくり協議会による 「地域ねぶた実行委員会」。
一度は途絶えてしまった地域ねぶたを復活させるべく、2022年
2023年と秋の運行を決行。 地域の人たちの力や多くの団体の協力に
よって大盛況のうちに運行を終える。2024年に3年目を迎える運行
に向け日々邁進中。
運行時の協力団体として、 お囃子は「プロクレアねぶた実行プロジェク
ト」、跳人は「青森ねぶた跳人衆団 跳龍會」が参加してくださっており、
今回のさきっちょフェスティバルでも両団体にご協力いただく。

青森市浪岡地区にある吉野田に伝わる伝統芸能「獅子 (鹿 ) 踊」。青森県
の無形民俗文化財に指定にされており、地域の小学生～80歳まで多世
代に渡り一緒にお稽古をしながら芸を次世代へと継承している。
踊り手は男獅子2、女獅子、笑可児（おかしこ）からなり、演目は7つ
の場面がストーリー仕立て進行される。胡蝶のように可憐に踊るのが特
色であるといわれる。
南北朝時代に、初代浪岡城主北畠顕成が築城に際し、領地内の平和と五
穀豊穣の祈願のため京都から神楽を招いたことが由来とされている。

青森県の無形民俗文化財に指定されている今別町の伝統芸能。
田植えが終わり田の神が天に昇る時、農民が神に加護と感謝を表すため
の「神送り」「サナブリ」の行事と言われており、今別町内各地で継承
されている。
馬役の男性と手綱取り役の女性がペアになって跳ねながら踊るのが最大
の特徴。
地区ごとに跳ね方に違いがあり、今別地区は軍馬を模しているといわれ
ており、華麗に跳ねる様子が祭りを彩っている。

今別荒馬と同じく男女ペアになって跳ねながら踊るが、大川平荒馬の馬
は農耕馬を模しているといわれており、力強く、荒々しい踊りが特徴。

参加団体さきっちょフェス
横内ねぶた実行委員会 
&プロクレアねぶた囃子方
＆青森ねぶた跳人衆団 跳龍會

今別荒馬保存会

大川平荒馬保存会

吉野田獅子踊保存会

青森･津軽で活動する郷土芸能団体が、
魂を込めて演舞演奏を披露します!!

同時開催イベント同時開催イベント

いまべつ冬まつりいまべつ冬まつり

キッチンカーコーナーキッチンカーコーナー
10:30～14:00まで

いまべつ総合体育館駐車場

イベントの詳細、出店者情報は
ホームページにて随時更新
左記の二次元コードからご確認ください

会場会場
奥津軽いまべつ駅

徒歩5分

ハンドメイド雑貨や
挽立てコーヒーなど

物販物販

主催：いまべつ冬のリヒト実行委員会

いまべつ冬まつりの問い合わせは

今別町役場総務企画課内事務局まで

電話 0174-35-3012

アトラクションコーナーアトラクションコーナー

はたらく車展や
参加型アトラクション
を予定しています。

いまべつ総合体育館周辺

さきっちょ特大かるた大会
今別小中学生×青森中央学院大学生が一緒に製作

各保存会や津軽半島にちなんだ句のカルタ
当日は各保存会/地域/子どもたちにも
参加してもらって団体対抗戦!! 製作の様子

10:30～12:00頃まで


